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線形ガウスモデル
2.3.1節、2.3.2節においてベクトルxを２つの部分ベクトルに

分割したガウス分布を考察してから、条件付分布と周辺分布

を求めた。

ここで、あるガウス周辺分布　　　と、平均が　　の線形関数で

共分散は　　とは独立であるようなガウス条件付分布

が与えられたとき、周辺分布　　　と条件付分布　　　　　を

求める問題を考える。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
注1：ここで条件付分布の平均はｘｂの線形関数である。
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線形ガウスモデル２

周辺分布と条件付分布をそれぞれ

とする。ただし、　　　　は平均に関係した
パラメータで　　　は精度行列である
　　が　　次元で　　が　　次元なら
行列Aの大きさは　　　　　となる。
また行列Lの大きさは
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同時分布の表現

　　と　　上の同時分布の表現を
求めるため次のように定義する。

そして同時分布の対数を考える。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
注1：このときconstはｘやｙとは独立の定数である。
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このガウス分布の精度行列を求めるために前式について考察する。

まず変形すると
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ｚ上のガウス分布の精度行列



ｚ上のガウス分布の精度行列(2)
この式の２次の項について注目すると

よってz上のガウス分布の精度行列は

となる。
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共分散行列は行列の逆行列に関する公式（2.76）を

利用して精度行列の逆行列を求めることで得られる。

このとき

のように定義される。
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ｚ上のガウス分布の共分散行列

T T -1 -1 -1[ A LA-(-A L)L (-LA)] =M   



よって

となる。

ｚ上のガウス分布の共分散行列(2)
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ｚ上のガウス分布の平均

同様に平均は(2.102)の線形の項を調べることで

で与えられる。また、(2.71)によりｚの平均は
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ｚ上のガウス分布の平均(2)
これに(2.105)を利用すると

を得る。
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次にｘを周辺化した周辺分布　　　　を求める。

(2.92)、(2.93)より周辺分布　　　の平均と共分散は

ｘの周辺分布
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条件付き分布

(2.73)(2.75)を(2.105)と(2.108)に利用すると

で与えられる。
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まとめ

ｘの周辺ガウス分布と、ｘが与えられたときのｙの

条件付きガウス分布が次式で与えられたとする

ｙの周辺分布と、ｙが与えられたときのｘの条件付分布は

で与えられる。ただし、
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